
他分野・地域・民間と連携した
自治体における若者支援の事例



豊中市における取組
・学生・若者向けの居場所を設置し子ども・若者総合センターと連携することで多様な入口を確保。
・子ども・若者支援地域協議会を中心に地域内の連携体制を構築し、就労支援を強みとした多様な支援を展開。

相談への入口 地域と連携した多様な支援

• 協議会構成員が提供する福祉的支援等へのつなぎに加え、
自立支援や就労支援に関する部門が若者支援も併せて担
当しており、子ども・若者総合相談センターで関わる若
者を、多様な自立支援・就労支援につなぐことが可能。

• 行政において多様なプログラムを用意するほか、地元企
業と連携した企業見学会や体験実習等も実施しており、
地域・民間を巻き込んだ支援を展開

• 高校（通信制を含む）に在学中だが登校するのがしんどい、日中に
通える場所が欲しい、高校を中退したが今後のことを考える場所が
ほしいなどの生きづらさを感じる高校生世代のこども・若者のため
の居場所（「できるカンパニー」）を、市事業として地域に開設し
ている。

• 定時制高校に、従来の勤労学生ではなく、中学校時代の不登校経験
者や発達障害疑いのある若者が進学するケースが増加していること
から、定時制高校の一室を借用し市事業として居場所（「うー
ぱー」）を開設。（現在は大阪府教育庁の事業となり、豊中市子ど
も・若者総合相談センターの受託事業者が併せて受託）

• これらの居場所がセンターと密に連携しているため、効果的に必要
な支援やかかわりに繋げていくことが可能。



名古屋市における取組
・オープンスペースや食料配布拠点等、若者との多様な接点を設け、子ども・若者総合相談センターへの入口を確保。
・同センターにおいて「よりそいサポーター」を募集・コーディネートし、地域住民と協働した若者支援を展開

• 子ども・若者総合相談センターにおいて、登録制のボランティ
アである「よりそいサポーター」を募集・研修等を行い、専門
家としてではなく、同じ地域で共に暮らす大人として、セン
ターの相談員と共に、若者と一緒に悩み・考え・経験をしてい
く地域住民を養成している。

• センターにおいて個々の若者への支援計画を立て、その中で必
要と考えらえる支援やかかわりと、よりそいサポーターの強み
や趣味等とを勘案してよりそいサポーターに活動を依頼するこ
とで、一人一人の若者の希望や関心に沿ったかかわりを確保し
ている。

• 悩みはあるが福祉や相談に拒否感があるような、相談につな
がりにくいこども・若者に早期にアプローチすることを目的
に、「オープンスペースmoi-moi」を運営。

• 食料や物資のストック拠点を設け、食料等の提供を契機に継
続的に関係性の構築や相談支援を実施していく、「若者シェ
アガレージ」の取組を実施。

• moi-moiや若者シェアガレージでつながったこども・若者の
うち、福祉や支援の必要のあるこども・若者には、子ども・
若者総合相談センターにおいて、継続的な相談支援や支援へ
のつなぎを実施。

よりそいサポーター若者との多様な接点

オープンスペースmoimoiフロアマップ

若者シェアガレージ


